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インテークとは：
【受理面接】または【受付面接】と称される

①相談に来たご本人や家族から【主訴】
を確認する。

②受付けるのが適当か判断する。

③受付者が属する機関の支援につなぐ。

④主訴の内容により、他機関を紹介する。
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面接場面での基本姿勢

傾聴 ・耳を傾けて、じっくり聴くこと。信頼関係を築くために大
切なこと。
・話したいことを話せるように配慮することで、本音がわ
かる。

受容 ・相手の気持ちや感情をありのまま受け止めること。自由
に語れるために重要な態度。
・一方的に避難せず、なぜそのようは行動に至ったのか
を一緒に考える。

共感 ・相手の立場にたって理解しようとする態度。
・相手の感情や主張を理解しようとすること。

→支援者の表情、あいづち、態度も重要になります。
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アメリカの社会福祉学者フェリック
ス・ポール・バイステック（Felix Paul 
Biestek）氏が自著「ケースワークの
原則（1957年出版）」にて提唱した、
ケースワーカーの行動原理。
利用者のニーズに基づいた原則。

バイスティックの7原則
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バイスティックの7原則①

1．個別化 ・誰1人として同じ人はいない。先入観や偏見に
とらわれず、それぞれにあった関りをする。
・支援者によるラベリングやカテゴライズはせず、
目の前の相手と向きあうことで信頼関係は築
ける。

2．意図的な
感情表現

・どのような感情表現も認める考え方。話しや
すい雰囲気作りが大切。
・マイナスの感情を話すことで、客観的に物事
を見ることができる。また解決の糸口が見え
る効果もあるとされている。
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バイスティックの7原則②

3．統制された
情緒的関与

・支援者自身が自分の感情をきちんと自覚し、
利用者に引きずられないようにする。
・利用者の心を理解すると同時に、自身の感
情をコントロールする冷静さが大切。

4．受容 ・その人自身をありのまま受け止める。育った
環境などの背景を理解する。
・利用者を否定せず「なぜそのような思考、行
動に至ったのか」と一緒に探ることが大切。
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バイスティックの7原則③
5．非審判的
態度

・支援者が善悪の判断をしない。
・支援者はあくまでも問題解決のサポート役。

6．自己決定 ・利用者に決定権があるということ。自己決
定ができるよう、情報を提供する。
・問題解決の主体は利用者本人。自立につ
ながる。

7秘密保持 ・プライバシーを守り、情報を他者に漏らさ
ない。
・支援者の義務。情報の管理やルールの徹
底が重要。
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バイスティックの7原則④

先入観や偏見でみていませんか？
悩みを話せない雰囲気を作っていませんか？
必要以上に感情移入をしていませんか？
援助者という立場を忘れていませんか？
感情的になっていませんか？
自分と異なる意見を批判していませんか？
自分の価値観を利用者に押し付けていませんか？
本人が決定できるようにサポートしていますか？
同僚と雑談中にケースの話をしていませんか？
利用者の前で噂話をしていませんか？
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インテークの進め方

①主訴の
把握

②支援内容
の説明

③利用意思
の再確認

④受理
⑤アセスメント
の準備

※必要な情報を的確に把握するため、様式はあらかじめ定
めておく。
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主訴の把握

「インテークは支援機関の顔」である。受容的・共感的
態度で接する。最初に対応した支援者の接遇如何が
その後の支援に影響を与える。丁寧な対応を心掛ける。
【話したいこと】に注目して、真のニーズや本音をつか
むことが大切。

・どうやって面接までたどりついたのか？

・誰から言われたのか？

・何を求めているのか？

・課題の整理をする気持ちがあるか？
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支援内容の説明

支援者から提供できるサービス内容を分かりやすく
説明する。誤解がある場合には、誤解を解きながら
提供できる支援について理解を得る。

・障害者雇用のパンフレット
・就労支援センターのパンフレット
・障害非開示の一般就労と障害者雇用のメリットと
デメリット
・職業準備性のピラミッド
などの資料があると効果的。
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利用意思の再確認

主訴を把握し、提供できるサービスについて理解を

得たうえで、再度支援機関を利用する意思があるか

どうかを確認する。

・他機関を紹介する場合は、自分の機関がど
こまで対応するかなどの立ち位置を明確に
しておく。
・登録をしなくても対応できる部分は伝える。
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受理

利用意思が確認された場合は、必要書類に記入し

申し込みをする。

・個人情報取り扱いに関する同意書

・就労支援センターの登録申請書
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情報収集① ～生活面～

日常生活
の状況

・健康管理（服薬管理）
・生活リズム
・友人関係

家族関係 ・家族構成
・本人との関係性
（理解や援助）

行動面 ・金銭管理
・公共交通機関の利用



情報収集② ～医療面～
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診断名 通院先
診察の

スパン

受診した

理由

入院歴 服薬の有無
悪化の

サイン

悪化時の
対処法

主治医の

判断
本人の認識

症状の

安定度

※家族や関係機関から聞き取る場合もある。



情報収集③ ～成育歴～

学歴

•成績

•友人関係

•得意不得意

•進路の選択理由

職歴

•業務内容

•勤務時間

•勤続年数

•対人関係

•退社理由
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情報収集④ ～就職の希望～

職種 業務内容 志望動機

雇用条件 給与 勤務時間

勤務地
休日の

希望
雇用形態
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アセスメントの準備①
～ここまでの情報収集から～

・働くために必要なアセスメントをとっていいか
の確認。（なんのために必要なのか説明する）
・他機関と情報共有をしていいかの確認。

就労支援を進めるうえでの【強み】と【課題】を
見つける。



• アセスメントのメニューの検討。

• 本人が持つ自身のイメージと現実のずれ
を見つける。
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アセスメントの準備②
～ここまでの情報収集から～

支援の方向性を検討
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まとめ

➢利用者本人が利用したいと思って利用
できるように。

➢【本人のニーズ】や【支援できること】を
整理する。

➢本人の同意や理解を得られているか、
確認しながら進める。

➢信頼関係を構築し、協同する。

➢【できる】【できない】ではなく、次にどう
すればいいか考える。



インテークに必要な知識

障害に関する
知識

・障害種別
・障害特性
・障害特性に沿った対応

障害者雇用に
関する知識

・制度について
・状況ついて（実雇用率等の数字、求人状況、求職者状況、
地域の状況など）
・ナカポツや就労支援センターについて
・関係機関について（ハローワーク、訓練事業所、職業セン
ターなど）

面接技術 ・相談の受け方
・心構え
・面接場面でのアセスメントの視点
・就労支援プロセスの理解
・方向性を検討する力
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参考資料：
インテーク
マニュアル①
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参考資料：
インテーク
マニュアル②
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参考資料：
インテーク
マニュアル③



25

参考資料：
障害者雇用枠と
一般枠の違い
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ご清聴ありがとうございました。


